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US Department of Agriculture Forest Service
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国有林・緑地の管理

国有林150カ所

国有緑地20カ所

面積は780,000 km2

（国土の約25%）

米国5地域に研究機関

職員：約35,000人

消防士：約10,000人

法務：約700人

科学者；約500人
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The Davey Tree Expert Company
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Davey Tree 

Surgery Company

The Davey Tree Expert Company

• John Davey (樹木医)により1880年設立
•本社：オハイオ州ケント
•従業員：約10,000人
•社員持ち株会社として全米9位の規模

Davey  of Canada 

Ltd.

Standing Rock 

Insurance Co.

The Care of Trees, 

Inc
Wolf Tree, Inc

Davey Resource 

Group

• GIS/IT ソリューション
•土地開発ソリューショ
ン

•天然資源コンサル
•プロジェクト管理

The Davey Institute

•生態系サービス
•教育
•昆虫学
•景観園芸学
•植物病理学

•樹木、低木、
芝の維持管
理

•大木の伐採
•土地管理
•植生管理

政府
電力・ガス
会社

•樹木、低木、
芝の維持管
理

•大木の伐採
•土地管理
•植生管理

住居

•樹木、低木、
芝の維持管
理

•大木の伐採
•土地管理
•植生管理

商業

•樹木、低木、
芝の維持管
理

•大木の伐採
•土地管理
•植生管理
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State University of New York – College of 
Environmental Science and Forestry (SUNY-ESF)
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全米最大の環境・森林学専
門大学

学部 ：24プログラム

：1700人

大学院 ：30プログラム

：600人

構内にフォレストサービスの
研究機関
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アーバンフォレスト戦略とは？
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戦略
✓ 長期的・全体的展望に立った闘争の準備・計画・運用の方法

アーバンフォレスト（Urban Forest）
✓ 市町村・樹木栽培の範囲を越えて森林全体の統合された管理
✓ 都市の森林の全体的展望に焦点

1965年以前は…
✓ Municipal Forestry（市町村の森林）
✓ Municipal Arboriculture（市町村の樹木栽培）

個々の樹木
に焦点
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米国でのアーバンフォレストの歴史*
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1960’s
誕生

1970’s
黎明期

1980’s
発展期

1990’s
過渡期

2000-10’s
全盛期

1965

業界団体による認知・採用
• International Society of Arboriculture
• Society of American Foresters - Urban 

Forestry Working Group 設立
• American Society of Landscape 

Architects
• National Arborist Association

第1回アーバンフォレスト
会議
•農務省Forest Service
• SUNY-ESF

商業ベースでの急速な発展
•ロサンゼルスでのMillion Tree 
キャンペーン

• Citizen Foresterスキーム

1978

予算カット
•アーバンフォレストの金銭的価
値化（健康管理、水質改善、省
エネ、資産価値）に重点

•環境対策費の大幅な節約と回避
された支出を説明

2006

* Johnston, M. (1996) A brief history of urban forestry in the United States, Arboricultural Journal, 20(3): 257-278.

Urban Forestry用語誕生
•カナダのトロント大学

i-Tree リリース
•構造・機能・価値の定量化

•維持管理、計画立案、費用対効
果分析

•市民への情報提供・啓発
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無料提供されるi-Treeツール群
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HydroLandscape

Species Pest ProjectsMyTree Database



東京都を正式サポート：千代田区の街路樹データを使ったデモ

7/3/2021 12

i-Tree Eco

12

Ecoサーバー

Ecoクライアント

現地

森林構造解析

数理モデル 気象データベース

高層気象データベース

場所関連
データベース

人口統計
データベース

樹種
データベース

大気質データベース

炭素貯蔵・固定

大気汚染物質削減

冷暖房需要低減

健康被害低減

雨水流出量削減

病気・害虫
データベース

．．．
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各樹種の空間的分布
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イチョウ ：1487本
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各樹種の空間的分布
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イチョウ ：1487本
ベニバナ
トキワマンサク ：798本
スズカケノキ ：548本
サクラ類 ：360本
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各樹種の空間的分布
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イチョウ ：1487本
ベニバナ
トキワマンサク ：798本
スズカケノキ ：548本
サクラ類 ：360本
ツバキ類 ：331本



18

各樹種の空間的分布
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イチョウ ：1487本
ベニバナ
トキワマンサク ：798本
スズカケノキ ：548本
サクラ類 ：360本
ツバキ類 ：331本
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各樹種の空間的分布
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イチョウ ：1487本
ベニバナ
トキワマンサク ：798本
スズカケノキ ：548本
サクラ類 ：360本
ツバキ類 ：331本
ソヨゴ ：242本
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各樹種の空間的分布
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イチョウ ：1487本
ベニバナ
トキワマンサク ：798本
スズカケノキ ：548本
サクラ類 ：360本
ツバキ類 ：331本
ソヨゴ ：242本
モッコク ：293本
エンジュ ：210本



21
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各樹種の空間的分布
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イチョウ ：1487本
ベニバナ
トキワマンサク ：798本
スズカケノキ ：548本
サクラ類 ：360本
ツバキ類 ：331本
ソヨゴ ：242本
モッコク ：293本
エンジュ ：210本
トキワヤマボウシ ：208本
ムクゲ ：199本
その他 ：2063本

合計 ：6739本
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樹木構造・生態系サービスの空間的分布
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i-Tree Canopy

原単位を設定することで日本でも利用可能

世田谷区を利用したデモ
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i-Tree Canopy: 原単位について
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生態系サービス 参照文献

炭
素

大
気
汚
染

雨
水

71.33 t/ha

2.728 t/ha/yr

10,600 円/t

炭素貯留

炭素固定

貨幣価値

環境省 (2016) 生物多様性及び生態系サービスの総合評価報告書付属書.pdf
国立環境研究所（2021）日本国温室効果ガスインベントリ報告書：表 6-16

日本国政府 (2015)「気候変動に関する国際連合枠組条約」に基づく第2回日本国隔年報
告書

国土交通省（2008）公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）：P.22

1.87 g/m2/yr

4.75 g/m2/yr

0.36 g/m2/yr

0.30 g/m2/yr

26.8 円/kg

124.4 円/kg

NO2削減

O3削減

PM2.5削減

SO2削減

NO2貨幣価値

SO2貨幣価値

小川和雄, 三輪誠, 嶋田知英, 小川進（2000）日本における緑地の大気浄化機能とその
経済評価. 埼玉県環境科学国際センター報（資料）：P.4

0.13 g/m2/yrCO削減

Hirabayashi, S. (2021) Technical specifications of urban forests for air 
purification: A case study in Tokyo, Japan, Trees, forests and people 2021 
v.4 pp. 100078

97.87 l/m2/yr

1726.4 l/m2/yr

樹冠遮断

流出削減

中谷美沙子・平林聡 (未発表) リモートセンシングデータを用いたアーバンフォレスト
による雨水流出削減量の推定

719円/m2/yr貨幣価値
川口将武ら (2021) 大阪府吹田市の樹木健全度調査を用いたi-Tree Ecoによる街路樹の貨
幣価値推定．ランドスケープ研究（オンライン論文集）14: 1-12

原単位
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世界のユーザー登録数
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全世界の共通指標で森林の機能と価値を評価可能

多項目の機能について評価可能

世界159か国 51万人以上の登録ユーザー

Worldwide: 510,000+
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i-Tree Ecoの日本での適用事例
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大阪府吹田市・京都府京都市での本格的な解析
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予算を確保の上、The Davey Tree Expert Companyへ発注することで
日本全国または都市の正式サポートが可能

参考：
➢東京都のみのサポート（i-Tree Eco）

✓費用：150万円

✓ 2019年10月：受託のためのミーティング

✓ 2020年4月：東京正式サポート版i-Tree Ecoリリース

➢韓国全土のサポート（i-Tree Eco/Design/Canopy/MyTree）

✓費用：$40,000 × 5年

✓期間：2018年―2022年
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日本へのi-Treeの導入について



ご清聴ありがとうございました

327/3/2021

お問い合わせ：Satoshi.Hirabayashi@davey.com

mailto:Satoshi.Hirabayashi@davey.com

